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ミューティングユニット

SRB202MSL ミューティング制御が可能
・	セーフティライトカーテンなどの監視領域にワークを通過させたい場合など、安全機能を一
定期間無効化するミューティング制御に使用します。ミューティングセンサ2台が同時に遮
光されるか否かにより、人体とワークを判別します。

種類と価格

種　類 型	式	名
〈ご注文品番〉

標準価格
〈税別〉

制御カテゴリ4 SRB202MSL
〈USMSRB202MSL〉 42,000円

安全機能有効 安全機能無効 安全機能有効

セーフティセンサ

ワーク

安全領域側 危険領域側 安全領域側 危険領域側 安全領域側 危険領域側

ワーク
ワーク

セーフティセンサ セーフティセンサミューティング
センサ
（同期用センサ）
入光

ミューティング
センサ
（同期用センサ）
遮光

ミューティング
センサ

（同期用センサ）
入光

ミューティング制御中のライン停止後もスムーズかつ安全に再始動！マスタリセット機能搭載
・	ワークによりセーフティライトカーテンが遮光された状態で電源が落ちた場合や、ミューティ
ング条件が成立する前にラインが停止した場合でも、遮光しているワークを取り除く手間
なくスムーズかつ安全に再始動ができます。

SRB202MSL 
除去作業必要 除去作業必要 

セーフティライトカーテ
ンが遮光された状態で
電源が落ちた場合

従 来 
除去作業不要 除去作業不要 

再始動するために 
ワークを除去する必要あり スムーズに再始動 

ミューティングランプ用の出力を装備
・	ミューティング制御中であることを作業者へ伝えるランプ用の出力を装備。
ミューティングランプは、必ず2個設置してください。それによりランプの1個が切れた
場合、設備を止めることなくランプ交換が行なえます。

ランプの異常を電流により監視し、点灯しない場合はミューティング制御を中止し安全を
確保します。

電源表示灯と各出力リレーの動作表示灯を装備

セーフティセンサ
（セーフティライトカーテンなど）

安全出力×2 
モータなど

モニタ 
ミューティングセンサ 
（同期用センサ） 

ミューティングランプ 

M 

セーフティ 
リレーユニット 
  など 

外部リレー 
（コンタクタ） SRB202MSL 

ミューティングランプ 

［システム構成］ 

着脱式端子台でメンテナンス工数削減
・	着脱式の端子台を採用。制御盤にリレーユニットを取り
付けたままの状態で配線が行なえます。また、メンテナン
ス時に配線し直す手間がいりません。

制御カテゴリは、外部回路の構成と配線により異なります。
制御カテゴリ4、PLe、SIL3まで対応可能

SCHMERSAL社製
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種 類 制御カテゴリ4
項目 型式名 SRB202MSL
規 格 EN	ISO	13849-1（カテゴリ4、PLe）、IEC	61508（SIL3）、

IEC/EN	60204-1、IEC	60947-5-3
制 御 カ テ ゴ リ 4に対応可能
電 源 電 圧 24V	DC＋20－15%		リップルP-P10%以下
消 費 電 力 5.6W以下（センサやミューティングランプの消費電力は除く）
ヒ ュ ー ズ 定 格 内蔵電子ヒューズ、遮断電流1.25A以上、１ｓ後にリセット

入
　
　
力

ミュ ー テ ィ
ング セン サ

ミューティング入力端子
・	半導体出力機器を接続する場合（注1）
	 S12：PNPトランジスタ出力を接続
	 S22：NPNトランジスタ出力を接続
・	接点出力機器を接続する場合
	 S11-S12、S22-S23：NO接点を接続

2個の入力の時間差 2.5秒以内
入力端子間の
許容抵抗値 40Ω以下

セーフティセンサ OSSD入力端子	X13、X23：PNPトランジスタ出力を接続
安	全	出	力（注2） NO接点×２（13-14、23-24）
使用カテゴリ DC-13（EN	60947-5-1）
定格動作電流（Ie）／
定格動作電圧（Ue）

2A/24V	DC	抵抗負荷にて
（誘導負荷の場合は接点保護時）（注3）

接点材質／
接点

銀酸化すず（AgSnO）、銀ニッケル（AgNi）
／	セルフクリーニング、強制ガイド式

接点接触抵抗 100ｍΩ以下（初期値）
接点保護ヒューズ定格 4A（スローブローヒューズ）
機械的寿命 1,000万回

動 作 時 間 Typ.	200ms
応答時間（復帰時間） Typ.	17ms/20ms以下

補 助 出 力
PNPトランジスタ出力
•	L54：補助出力（ミューティング異常出力）
•	L84：ミューティングランプ切れ出力

最大流出電流 50mA以下
短 絡 保 護 －

ミューティングランプ出力 ミューティングランプ用の出力（LA1-LA2）
供 給 電 流 50mA～0.5A/24V	DC
ランプ定格（1個あたり） 1.2W～6W
ヒューズ定格 T	0.5A（F2、F3）（内蔵）
ランプ切れモニタ 装　備

表	
示	
灯

電源表示灯（UB） 緑色LED（電源投入時点灯）
電源表示灯（Ui） 緑色LED（電源投入時かつ内蔵ヒューズ正常時点灯）
リレー動作表示灯
（K1、K2、K3、K4、K5） 緑色LED（K1、K2、K3、K4、K5リレー動作時点灯）

ミューティング表示灯（LA） ミューティング動作時点灯
過電圧カテゴリ Ⅲ［UL	840］
空間距離／沿面距離 4kV	／	2［DIN	VDE	0110-1（04.97）］
汚 損 度 2
耐
環
境
性

保 護 構 造 ケース：IP40、端子部：IP20（EN	60529）
使用周囲温度 ー25～＋60℃（注3）、保存時：ー40～＋85℃
耐 振 動 10～55Hz　複振幅0.35mm［EN	60068-2-6］

ケ ー ス 材 質 グラスファイバ強化熱可塑性樹脂
接 続 方 式 着脱式セルフアップビス端子

配 線 ケ ーブ ル
単線：0.25～2.5mm2
同径の線を2本接続する場合：0.25～1.5mm2
［より線またはフェルール（スリーブ）端子含む］

取 り 付 け 35mm幅DINレールに適合（EN	50022）
端 子 部 表 示 DIN	EN	50005／DIN	50013
P F H D 5.0×10－9/h（年間最大36,500開閉サイクルと最大60％負荷時）
使 命 時 間 20年
質 量 400g

仕様 入・出力回路図

（注1） ：  ミューティング終了時、ミューティングセンサ入力の立ち下がりのタイミングが
同時の場合でもL54の補助出力が約50msの間ONします。
詳細については、「補助出力」（P.453）をご参照ください。

・ 接続例は、非通電状態を表しています。
・ マスタリセット（Master-Reset）ボタンには、モーメンタリ式のスイッチを
ご使用ください。
・ 監視対象のミューティングランプは、LA1とLA2の間に接続し、1個また
は2個接続してください。ミューティングランプが接続されていないと動
作しません。

・ 端子X1-X2間は必ずジャンパしてください。
・ 半導体出力のミューティングセンサを接続する場合は、S1・S3にPNP出
力タイプ、S2・S4にNPN出力タイプを接続してください。

・ 半導体出力のESPE（セーフティライトカーテンなど）を接続する場合
は、PNP出力タイプをご使用ください。

2.5s以内
（注1） （注1） 

2.5s超

正常動作 

ミューティングランプ正常 ミューティングランプ1個切れ 

安全出力 
13-14、23-24 

ミューティングランプ出力 
LA1、LA2 

ミューティングランプ切れ出力 
L84 

補助出力 
（ミューティング異常出力） 
L54 

ミューティングセンサ 
Ｓ2、Ｓ4（入力2） 

ミューティングセンサ 
Ｓ1、Ｓ3（入力1） 

電源 
A1-A2 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

閉 
開 

ミューティング不成立 
（入力1、2時間切れ） 

ミューティング成立 
（ミューティングランプ1個切れ） 

（注1） ： トランジスタ入力の場合、ミューティングセンサとSRB202MSLの電源を共通にしてください。
（注2） ：  誘導負荷（例えばコンタクタ、リレーなど）を接続する際は、アークキラーなど

適切な保護回路をご使用ください。
（注3） ：  使用周囲温度が＋45℃以上の環境下で使用する場合は、電流制限がある

ため「ディレーティング」の項（P.454）をご参照ください。
（注4） ：  用語の定義については、用語解説（P.503～）をご参照ください。

［制御カテゴリ4まで対応可能］
ミューティングセンサ4台（リミットスイッチ等）と2チャンネルPNP半導体出
力機器（セーフティライトカーテン等）の配線例

•	ミューティングセンサ回路の断線と地絡を検知します。
•	ミューティングセンサ回路の交差短絡を検知します。

接続例

ESPE
（セーフティ
 ライトカーテンなど）
（半導体出力）

F1 
F2 

F3 

＋24V DC 

Master- 
Reset 

0V 

MR X1 X2 S11 

S1 

S12 S13 S21 S22 S23 

L84 L54 

LA1 LA2 X13 13 23 X23 A1 

A2 14 24 

K5 K5 K4 K3 K2 K1 

S3 S2 S4 

K4 
K3 
K2 
K1 

＋24V DC 

SF-C13 

SRB202MSL制御回路 

ミューティングセンサ 

タイムチャート
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ワーク 

危険領域側 安全領域側 
ミューティングセンサS2 

ミューティングセンサS1 

   
  ミューティングセンサ ： PNP出力タイプビームセンサ1台 
 NPN出力タイプビームセンサ1台 
・ミューティングセンサ回路の断線と地絡を検知します。 
・ミューティングセンサ回路の交差短絡を検知します。 

BSF4-AH80 

SRB202MSL 
制御回路 

K1 K2 K3 K4 K5 

Fuse  

F1 

A1 X1 X2 S11 S12 S13 S21 S22 S23 L84 L54 LA1 

LA2 A2 ＭＲ 

X13 13 23 X23 

14 24 

K1 F2 

F3 

K2 
K3 
K4 
K5 

ミューティング 
ランプ 

＋24V DC 

PNP出力 
ミューティングセンサS1 

NPN出力 
ミューティングセンサS2 

0V 

0V 

F 

A1 

A2 AUX 

0V 

K1 

K2 

KB 
KB 

KA 
KA 
N 

14 24 34 42 
L1 L2 L3 

13 23 33 41 

L1 

SF-C13制御回路 Ui 

OUT FAULT INTER_LOCK 

FUSE1 FUSE2 
X1 X2 X3 S1 S4 S2 S3 

RESET 
 （注1） 
（注2） 

OSSD2（白） 

OSSD1（黒） 

KA、KB ： 強制ガイド式リレーまたは 
マグネットコンタクタ 

（注1） 

F.G. 

3～ 
M 

（注1）：2台のミューティングセンサの光軸が
 交わる点を、セーフティライトカーテンの
 光軸より危険領域側になるように設置
 します。

（注1）：上図は手動リセットの場合です。自動リセットで使用する場合は、X2へ接続している配線をX3へ配線し 
直してください。この場合、リセット（RESET）ボタンは不要です。 

（注2）：リセット（RESET）ボタンには、モーメンタリ式のスイッチをご使用ください。 

＋24V DC 

投
光
器 

受
光
器

接地端子 
（注3） 

接地端子 
（注3） 

負荷 

同期＋（橙） 

補助出力（灰） 

投光停止入力 
（桃） 

同期－（橙/黒） 

＋V（茶） 
0V（青） ＋V（茶） 

0V（青） 

ケーブル色：灰色 
（黒ライン入り） ケーブル色：灰色 

耐圧防爆型セーフティライトカーテンBSF4-AH80およびミューティングセンサとの接続例（制御カテゴリ4）

・ 監視対象のミューティングランプは、LA1とLA2の間に1個ま
たは2個接続してください。ミューティングランプが接続され
ていないと動作しません。また、ミューティングランプの1個が
故障した場合、電流を監視していますので、ランプ切れ出力
L84で警告することができます。

・ 半導体出力のミューティングセンサを接続する場合は、S1に
PNP出力タイプ、S2にNPN出力タイプを接続してください。

・ 半導体出力のESPE（セーフティライトカーテンなど）を接続す
る場合は、PNP出力タイプをご使用ください。

タイムチャート

ミューティングランプ正常 ミューティングランプ1個切れ 

ミューティングユニットSRB202MSL 
ランプ出力 LA1-LA2 

ミューティングユニットSRB202MSL 
ランプ切れ出力 L84 

連続処理サイクル ミューティング表示灯異常 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

ミューティングセンサS1 

ミューティングセンサS2 

セーフティライトカーテンBSF4-AH80
OSSD1、OSSD2

ミューティングユニットSRB202MSL 
安全出力（13-14 、23-24） 

連続処理サイクル 2.5s超（同期エラー）

ON 
OFF 
ON 
OFF 
ON 
OFF 

10ms 
以下 

200ms

専用コントロールユニットSF-C13 
安全出力（13-14 、23-24、33-34） 

閉 
開 

ミューティングユニットSRB202MSL 
補助出力（L54） 

ON 
OFF 
閉 
開 

90ms以下 
（手動リセットの場合） 

20ms以下 
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Fuse  

Fuse  

   
  ミューティングセンサ ： リミットスイッチ4台 

   
  ミューティングセンサ ： ＰＮＰ出力タイプビームセンサ2台 
 NPN出力タイプビームセンサ2台 

BSF4-AH80 

ワーク 

ミューティング 
センサS1 

 

ミューティング 
センサS2 

 

ミューティング 
センサS3 

 

ミューティング 
センサS4 

 

A1 S12 S22 L84 L54 LA1 X13 13 23 X23 

＋24V DC 

 
PNP出力 
ミューティングセンサ 
S1 

 
PNP出力 
ミューティングセンサ 
S3 

 
NPN出力 
ミューティングセンサ 
S2 

 
NPN出力 
ミューティングセンサ 
S4 

ミューティングセンサS1

ミューティングセンサS2

ON
OFF
ON
OFF

ミューティングセンサS3
ON
OFF

ミューティングセンサS4
ON
OFF

ON

閉

コントロールユニットSF-C13
安全出力（13-14 、23-24、33-34）

開

セーフティライトカーテンBSF4-AH80
OSSD1、OSSD2

OFF

 同期エラー（注1）

200ms 20ms以下
2.5秒以内

ワーク 

BSF4-AH80 
ミューティング 
センサS3 

 

ミューティング 
センサS4 

 

ミューティング 
センサS1 

 

ミューティング 
センサS2 

 

A1 X2 S11 S12 S13 S21 S22 S23 L54 

＋24V DC 
S1 S3 S2 S4 

ON
OFF

閉
開

ミューティングユニットSRB202MSL
補助出力（L54）
ミューティングユニットSRB202MSL
安全出力（13-14 、23-24）

90ms以下
（手動リセットの場合）

10ms以下

0V 0V 

危険領域側 安全領域側 

危険領域側 安全領域側 

（注1）：ミューティングセンサS1がOFFする前にミューティングセンサS3がONすること、
かつ、ミューティングセンサS2がOFFする前にミューティングセンサS4がONすることが、
ミューティング制御成立の条件です。
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正しくご使用ください

・ X1-MR端子間にマスタリセットボタ
ンを接続します。
・ マスタリセットボタンを使用すること
により、安全機能を強制的に無効
化（オーバーライド）することができ
ます。立ち上がり信号で機能が
有効になります。

・ マスタリセットボタンには2個のモー
メンタリスイッチ（両手操作）、もしく
はキースイッチ（安全管理者による
オーバーライド機能の始動）などを
接続し、安全を確保してください。

・ マスタリセットボタンは危険領域の
外側で、かつ対象とする危険領域
が見渡せる位置に設置しなければ
なりません。

マスタリセット入力（オーバーライド機能）の配線例
X1

ＭＲ
オーバーライド機能

Master-
Reset
（注1）

・ 本装置を任意的な外部入力により強制的にミューティング状態にしま
す。通常のミューティング動作中に瞬時停電などによりラインが停止し
た場合に使用します。
以下の条件を満足したとき、オーバーライド機能が有効になります。
・ ミューティングランプが接続されていること。
・ ミューティングセンサ入力S11-S12、S22-S23の両方に信号の入力が
あること。

・ マスタリセット（Master-Reset）ボタンによりX1-MR間が短絡されてい
ること。

オーバーライド機能とは

（注1） ：  マスタリセットの入力は立ち上がりで動作します。

タイムチャート

安全出力
13-14、23-24

ミューティングランプ出力
LA1-A2

ミューティングセンサ
Ｓ2、Ｓ4（入力2）

ミューティングセンサ
Ｓ1、Ｓ3（入力1）

マスタリセット入力
MR-X1

電源
A1-A2

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

閉
開

閉
開

2個のミューティングセンサの入力が2.5秒以内に入力されず、ミューティン
グ状態にならなかった場合に出力します。

補助出力（ミューティング異常出力）（L54）

（注1） ：  ミューティングセンサの入力がOFFになったときに、タイムチャートのように 
 L54にパルスが発生します。PLCなどに接続する場合は、ミューティング終
了時のL54の出力を無視するなどの設定をしてください。
L54のパルス幅
・A＝0ms  約50ms
・A＞0ms  約（A＋50）ms
A：2個のミューティングセンサ入力がOFFする時間差

2.5s以内 2.5s超

安全出力 
13-14、23-24 

補助出力（ミューティング異常出力） 
L54 

ミューティングセンサ 
Ｓ2、Ｓ4（入力2） 

ミューティングセンサ 
Ｓ1、Ｓ3（入力1） 

電源 
A1-A2 

約50ms 

A 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

閉 
開 

約50ms 
（注1） 

接続された2個のミューティングランプの、片方の故障を知らせることがで
きます。作業現場の都合の良い時（ライン停止時など）に故障したミュー
ティングランプを交換できますので、単純な「ランプ切れ」によるライン停止
を防ぐことができます。

ミューティングランプ切れ出力（L84）

（注1） ：  ミューティングランプ切れ出力は、使用するランプの定格による設定が必要
です。下記「ミューティングランプ切れ出力（L84）の設定」を参照のうえ設
定してください。

2.5s以内

ミューティングランプ正常 ミューティングランプ1個切れ 

安全出力 
13-14、23-24 

ミューティングランプ出力 
LA1-LA2 

ミューティングランプ切れ出力 
L84 

ミューティングセンサ 
Ｓ2、Ｓ4（入力2） 

ミューティングセンサ 
Ｓ1、Ｓ3（入力1） 

電源 
A1-A2 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

閉 
開 

タイムチャート

タイムチャート

・ 以下の手順により出力L84の電圧値を設定します。
1.	本製品の前面カバーを開けます。カバー上下の凹み部分にマイナス
ドライバを挿入して少し持ち上げると開けることができます。
2.	正しく配線されていることを確認したのち本製品に電源（A1、A2へ
の24V	DCのみ）を投入します。次にミューティングランプ（消費電流
50mA以上、250mA以下）の1個目を出力LA1-LA2端子間に接続しま
す。

3.	本製品をミューティング状態にします。（2.5秒以内にS1、S2を操作
します。）
4.	接続したミューティングランプの点灯を確認します。
5.	L84-0V間の電圧を測定します。出力L84の電圧が24V	DCから
0Vに変化するまで内部のボリウムを回します。ボリウムを回し戻して
24V	DCになるように微調整し、もう少し回し戻します。

6.	2個目のミューティングランプを1個目と並列に出力LA1-LA2端子間
に接続します。両方のミューティングランプの点灯を確認します。出
力L84の電圧が0Vであることを確認します。

ミューティングランプ切れ出力（L84）の設定

（注1） ：  両手押ボタンスイッチまたは
キースイッチ。

日本語の取扱説明書等の資料は、Webサイト（www.schmersal.net）よりダウンロードできます。
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・ 本製品は、SCHMERSAL社製品です。
・ 本製品は、工業環境に使用する目的で開発／製造された製品です。
・ 本カタログに記載された内容は、製品の改良などのために予告なく変
更することがあります。

・ ユニットのかん合部には、安全シールが貼付されています。このシール
を剥がしたり、破損した場合には、ユニット自体が安全機器としては認
められません。ご注意ください。

・ EMC指令、低電圧指令に適合した電源ユニットをご使用ください。
（欧州で使用する場合）
・ CLASS2対応の電源ユニットをご使用ください。（北米で使用する場合）
・ 電源投入時の過渡的状態（約2s）を避けてご使用ください。
・ 使用電源にサージが発生する場合は、発生源にサージアブソーバを
接続してサージを吸収してください。

・ 蒸気、ホコリ等の多い所や水、薬品等がかかるところ、腐食性ガス等
の雰囲気での使用は避けてください。

・ シンナーなどの有機溶剤や、水、油脂などがかからないようにご注意く
ださい。

・ 制御盤内で使用し、屋外では使用しないでください。
・ 密閉された制御盤内での使用は、本製品の発熱により使用周囲温度
の定格を超える可能性があります。放熱を考慮した制御盤内で使用
してください。

•	 誤ったミューティング制御の使用は重大な事故につなが
ります。ミューティング制御をよくご理解の上、正しくご
使用ください。ミューティング制御については、以下のよ
うな国際規格に要求事項があります。
ISO	13849-1（EN	ISO	13849-1／JIS	B	9705-1）
IEC	61496-1（ANSI/UL	61496／JIS	B	9704-1）
IEC	60204-1（JIS	B	9960-1）
EN	415-4
ANSI	B11.19
ANSI/RIA	R15.06
•	ミューティング制御はマシンサイクルの危険でない間にご
使用ください。ミューティング制御中の安全性は他の方
法で保持してください。
•	ワークが通過するときにミューティング制御が有効になる
アプリケーションの場合、ワークとともに、またはワークが
通過していないときに、人の侵入によりミューティング制
御の条件が成立しないようにミューティングセンサを配置
してください。
•	ミューティング制御は、メンテナンス時に危険領域内で人
が作業する目的で使用することはできません。別途IEC	
60204-1（JIS	B	9960-1）「機械の電気装置	：	第1部・
一般要求事項」の9.2.4「安全防護の中断」に従う安全
手段を備える必要があります。
•	 本製品を設置する国や地域の法規、規格や規制に適
合する人体保護のための製品（セーフティライトカーテン
等）と組み合わせてご使用ください。適合しない製品（エ
リアセンサ等）との組み合わせではできません。
•	ミューティングランプは、設定および調整を行なう作業者
から常に見える位置に設置してください。
•	ミューティング機能を使用する前に動作確認を必ず行
なってください。また、ミューティングランプの状態（汚れ
や明るさなど）も確認してください。

正しくご使用ください

・ 本製品のミューティングランプの故障検出は、ミューティングランプに使
用するランプの消費電力の監視により機能します。ミューティングランプ
に使用する「ランプ」は、消費電流が1個あたり50mA以上、250mA以
下のフィラメントタイプの電球を選定してください。また本製品はミュー
ティングランプを接続しないと動作しません。
・ LEDやネオンランプは「非点灯かつ消費電流がある」故障モードを持
つため、本製品により故障検出ができない場合があります。

・ 2個のミューティングランプを接続し、併せてミューティングランプ切れ出
力のご使用を推奨します。1個のみの接続の場合は、単なるランプ切
れがラインの停止につながります。

・ ミューティングランプはミューティングするESPE（セーフティライトカーテン
など）を取り付けた機械のオペレータが作業する場合、およびミューティ
ングの調整が行なわれる所から用意に視認できるような場所に配置して
ください。

ミューティングランプについて

ミューティング機能

表示灯の名称と機能

S21 S22 S23 

X23 L84 X13 LA2 14 24 A2 

A1 X1 X2 MR 

S11 S12 S13 

LA1 13 23 L54 

SRB 202MSL 

UB Ui 
K1 
K2 
K3 
K4 
K5 
LA 

K1リレー動作表示灯（緑色） 

K2リレー動作表示灯（緑色） 

K3リレー動作表示灯（緑色） 

K4リレー動作表示灯（緑色） 

K5リレー動作表示灯（緑色） 

電源表示灯（緑色） 
（電源投入時点灯） 

ミューティング表示灯（緑色） 
（ミューティング動作時点灯） 

内部回路動作表示灯（緑色） 
電源投入時かつ内蔵 
ヒューズ正常時点灯 

外形寸法図（単位：mm）

SRB202MSL　ミューティングユニット

表示灯部
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（1.75）
（39）

（3）

90120 100

121

（9×3=27）

・ 配線用端子台へ配線する際の締め付けトルクは、0.6N・mとしてください。
配線

その他

・ 安全出力（13-14、23-24）のディレーティンググラフです。
ディレーティング
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日本語の取扱説明書等の資料は、Webサイト（www.schmersal.net）よりダウンロードできます。

CADデータは、Webサイト（www.schmersal.net）よりダウンロードできます。


